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	報 告 者 氏 名
	近藤　允

	大 会 名
	2012　IODA　North American Championship

	開 催 地
	Valle de Bravo / Mexico

	大 会 期 間
	2012/10/21～2012/10/28


	チャーター艇

メーカー
	WINNER  Race

(Denmark11の後継型)
新艇
	マスト、ブーム

スプリット
	OPTIPARTS

ブラックゴールド新品
	ダガーボード

ラダー、ティラー
	N－1

新品


	気象について
	10月後半のメキシコでしたので気候的には日本の9月後半ぐらいのイメージを持っておりましたが、国内の情報収集をしていく中でメキシコシティから3時間の移動と標高1800ｍと高地の為、日本の諏訪湖周辺の気候を考え渡航致しました。
現地の気候は予想より日中は暑く、早朝と夜が涼しい気候でした（スウェット上下ぐらいで快適）。

太陽が昇ると同時に気温も上昇し猛烈な日差しと紫外線がきつく、寒さ対策より紫外線対策を考える必要があった。

	海面（湖面）の特徴や風の傾向
	レース海面はアダンダロ湖という湖で日本の湖とさほど変わらない印象でした。

午前中は無風で午後の12：00～12：30頃にかけて240°～270°平均7ｍ～8ｍの良い風が吹き込んできます。ブローでは270°9ｍ～10ｍでした。

風に関してはシリーズ期間中同じ風が続いた。
海面に関しては平均でもそこその風が入っている為、湖ですがチョッピーな波があり。

ハイクしながらボディアクションをするほど。

	帆走指示書内容で特記事項
	特になし。

	コーチボートについて
	今回はブラジルチームとのシェアーでした。

ブラジルチームは友好的でありレース前の練習、サポート体制など問題なく行えた。

ゾディアック社のハードボトムゴムボードでした。4.8ｍクラスで40馬力2ストロークでしたのでガソリン代が少しかかったような気がする。
エンジンに関しては4ストと2ストの2種類あった為。


以下、日本チームより上位の選手、国について記入して下さい。
	選手の特徴、体格
	SINに関しては男女2名で構成されており比較的に小さい選手でした。
BRA、ARG、USAに関しては日本選手より大きい選手が半数、小さい選手が半数の構成でした。

	艤装品について
	今回の大会ではおおよそ80％の選手がJ Sailを使用している.

SINは全艇がJ Sailを使用していた。小さな選手は、強風域になるとメインシートのテークルを1/4に増やしていた。

	セッティング等
	今回優勝した選手はJ Sailレッドを使用しておりました。
レーキを聞いた所2850～2870で調整しているとの事その他は使用しない。
全体的に見るとフットは浅くスプリットでリーチを調整している印象が強かった。
BRA、ARGに関してはラフテンションを入れレーキは倒し気味が良いとの事。

	海上での練習方法
	今回はBRAチームが日本の練習に合せてくれた為、ハンドリングメインでセッティング調整を行なえたが、他国の選手はラビットスタートでの練習方法を取り入れ効率的な練習を行なっていた。

	セーリング技術
	SIN、AHO、USA、BRAのトップ選手はタックでのメイントリム、ボートコントロールでボートスピードの維持の意識が高く、トラッキングを見ても日本選手よりタック中のスピードが落ちずに維持出来ていた。
それ以外のボートスピード＆角度は日本選手も劣ってはいないと思う。

	戦術、戦略など
	トップ選手はスタート2分前からポジションキープに入りボートコントロールが出来ていた。
1分前には全選手がスタートラインに並べており並べない選手はエッジからのスタートを狙っていた。

	日本選手が劣っていること
	スタートでのレベルが低くポジションキープが出来ずにトップスピードでのスタートが出来ない為にレース展開に関して苦労をしていた。
下マークでのゲートが課題。

トップでゲートにアプローチ出来てもどっちを回航して良いか分っていなかった。

上り、下りでのスプリットの調整。

	日本選手が勝っていること
	リーチング～ランのボートスピードは他国選手より良い印象があった。

	日本チームとしての課題
	特に課題はないと思います。

	JODAへの要望
	全国のすべての大会での下マークゲートを早急に採用して頂きたい。
コーチレベルアップの講習会を関東でもお願い致します。

	その他
	


ご協力ありがとうございました
JODA海外派遣委員会

